
詳しくは、各団体へお問い合わせください。

市民の　
　ひろば

市
内
で
過
去
に
起
き
た
災
害
や
人

災
に
つ
い
て
、
過
去
の
記
録
な
ど
か

ら
読
み
解
き
ま
す
。

▽
日
時

７
月
16
日
㈯

午
後
１
時

30
分
～
３
時

▽
場
所

五
日
市
郷
土
館
（
五
日
市

９
２
０

－

１
）

▽
講
師

坂
上
洋
之
さ
ん
（
あ
き
る

野
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

▽
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▽
定
員

20
人
（
抽
選
）

▽
費
用

無
料

▽
申
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
７
月
３
日
㈰
（
必

着
）
ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
電
子
申
請
で
も
申
し
込
み
で
き
ま

す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ

五
日
市
郷

土
館
（
〒
１
９
０

－

０
１
６
４

五
日
市
９
２
０

－

１
、
☎
５
９

６
・
４
０
６
９
）

日
日
時(

時
間
は
24
時
間
表
示)

／

場
場
所
／
活
活
動
内
容
／
講
講
師

／
入
入
会
金
／
会
会
費
／
費
費
用

／
他
そ
の
他
／
問
問
合
せ

会

員

募

集

あ
き
る
野
市

漢
詩
学
習
会

日
第
１
・
第
３
月
曜
日

13
時
30

分
～
15
時
30
分
／
場
中
央
公
民
館

／
活
漢
詩
で
感
性
豊
か
に
明
る
く

楽
し
く
。
脳
活
で
広
が
る
人
の
輪
／

会
月
５
０
０
円
／
問
木
元
（
☎
５

５
９
・
５
９
３
６
）

さ
わ
や
か
体
操

日
第
１
～
第
３
木
曜
日

11
時
～

13
時
／
場
秋
川
体
育
館
／
活
全
身

を
し
な
や
か
に
し
血
流
を
促
し
、
若

さ
を
持
続
す
る
体
操
／
会
月
１
５

０
０
円
／
問
川
村
（
☎
０
８
０
・

３
３
９
０
・
８
９
２
０
）

自じ

彊き
ょ
う

術
じ
ゅ
つ

日
毎
週
金
曜
日

14
時
～
16
時
／

場
秋
川
体
育
館
柔
道
場
／
活
健
康

体
操
（
見
学
歓
迎
）
／
入
５
０
０

円
／
会
月
２
千
円
／
問
堀
江
（
☎

０
９
０
・
８
５
０
５
・
０
４
１
１
）

秋
川
囲
碁
連
盟

日
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
他
隔
日

13
時
～
16
時
／
場
市
内
地
区
会
館
、

公
民
館
／
活
自
由
碁
会
／
入
５
０

０
円
／
会
１
日
１
０
０
円
（
自
由

対
局
）
／
問
中
澤
（
☎
０
９
０
・

９
１
４
４
・
９
３
２
５
）

講

演

会

な

ど

第
19
回

パ
ス
テ
ル
同
好
会
作
品
展

日
６
月
22
日
㈬
～
26
日
㈰

10
時

～
17
時
（
22
日
は
11
時
か
ら
、
26
日

は
16
時
ま
で
）
／
場
あ
き
る
野
ル

ピ
ア
４
階
展
示
室
／
活
パ
ス
テ
ル

画
の
作
品
展
示
／
問
パ
ス
テ
ル
同

好
会

小
沢
（
☎
０
８
０
・
５
４
８

９
・
６
３
４
０
）

掲
載
希
望
問
合
せ

市
長
公
室

（
直
通
５
５
８
・
１
２
６
９
）

凡
例
…
内
内
容
／
日
日
時
（
時
間

は
24
時
間
表
示
）
／
場
場
所
／
対

対
象
／
持
持
ち
物
／
費
費
用
／
他

そ
の
他
／
問
申
込
み
・
問
合
せ

日
６
月
29
日
㈬

10
時
～
11
時
、

12
時
15
分
～
16
時
／
場
市
役
所
北

側
駐
車
場
（
防
災
セ
ン
タ
ー
西
側
）

／
対
16
歳
～
69
歳
の
方
（
65
歳
以

上
の
方
は
60
歳
以
降
に
献
血
の
経
験

が
必
要
）
／
持
運
転
免
許
証
、
健

康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る

物
か
献
血
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の
方
）

／
問
東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

事
業
課
（
☎
５
２
９
・
０
４
０
５
）

内
７
月
１
日
㈮
以
降
、
助
成
金
申

請
後
に
工
事
を
着
工
し
、
令
和
５
年

２
月
28
日
㈫
ま
で
に
完
了
報
告
書
を

提
出
で
き
る
工
事
（
申
込
み
順
）
※

市
が
実
施
す
る
助
成
金
・
補
助
金
制

度
と
重
複
利
用
不
可
／
対
申
請
日

時
点
で
市
内
に
居
住
す
る
個
人
で
、

住
民
税
と
固
定
資
産
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
方
／
費
○
助
成
金
額

10

万
円
以
上
（
税
別
）
の
改
修
工
事
な

ど
で
、
見
積
額
（
税
別
）
か
工
事
完

了
後
の
支
払
額
（
税
別
）
の
い
ず
れ

か
少
な
い
額
の
５
㌫
で
、
上
限
10
万

円
（
千
円
未
満
の
金
額
は
切
捨
て
）

を
助
成
※
１
世
帯
に
つ
き
年
１
回
限

り
／
他
詳
し
く
は
、
新
聞
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
参
照
す
る
か
、
要
問
合

せ
／
問
あ
き
る
野
商
工
会
（
☎
５

５
９
・
４
５
１
１
）

献
血
の
お
知
ら
せ

「
一
人
ひ
と
り
の
愛
が
、

大
切
な
生
命
を
守
り
ま
す
」

あ
き
る
野
商
工
会

「
住
宅
改
修
工
事
等助成

事
業
」

　五日市街道の商店街の坂道を上っていく初夏の朝。この時季、春に渡ってき

たツバメの仲間は子育てで忙しくなっています。「チュルチリ、チュルチリ」と

鳴きながら、人々や車の間を猛スピードですり抜けて飛ぶ姿は美しく、たくま

しく見えます。実は、車にぶつかったり、ひかれたりする事が時々あります。

しかし、天敵が入りにくい環境だからか、このような街並みはツバメの好みで

あるようで、たくさんのツバメが営巣します。あちらこちらの雨宿りできるは

み出た屋根などの構造の下によく巣が造られ、多くの場合は目線ギリギリの高

さで雛の成長を確認する事ができるくらい身近な存在です。

　梅雨入りの時季は、巣立ちしたツバメや、まだ生まれたての雛など、様々な

成長の段階のツバメがいます。時には、家などに巣を造られる事は困るからか、

巣が壊されることがあります。カラスの攻撃や、何かのいたずらによって、子

育てが失敗に終わることも少なくありません。また、巣があった家などが新築

に建て替えられるなどの開発により、ツバメが飛来しなくなることが多く、色々

な要因の積み重ねで、ツバメが少しずつ減少しているのはこの時代の流れのよ

うです。

　五日市のツバメと言えば、普通のツバメ以外にも、コンクリートの建物や橋

などで集団営巣するイワツバメが生息し、両種が共存します。カラスやタカな

どの天敵を集団で追い払おうとする場面もしばしば見られます。武蔵五日市駅

前の広場で、数多くのツバメの仲間が飛び回るのは印象的ですが、昨年から駅

高架下の駐輪場などで糞の被害防止と思われる理由で、たくさんの巣があった

天井にツバメたちが侵入できないように網が張られてしまいました。駅の先の

高架下の一部のみで通常通りに営巣し続けていますが、以前ほどのツバメの数

は見られません。

　ツバメたちはやはり、人間をある程度恐れながら、人の目が届くところで外

敵から安心して共に生きていたいように見受けられるのは私の感想です。同時

に、人間がよく語る「自然との共存」

は意外と難しく、思い通りに行か

ないことが多いということがよく

伝わる関係性であると思います。

　今回は森林から離れながら、森

林に囲まれた町の生き物の話でし

た。 （パブロ）

森林レンジャーがゆく（118）
五日市のツバメ街道

五日市街道の美しいツバメ、今年も
頑張っています。

電子申請

（7） 令和４年（2022年）６月15日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

（以下は広告枠です）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

官
公
庁
な
ど
か
ら
の

お
知
ら
せ

災
害
と
あ
き
る
野

「
昔
か
ら
天
災
・
人
災
に
苦
し
ん
だ
あ
き
る
野
の
人
た
ち
」講
座


